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「学年通信」は、生徒の皆さんが読み終わった後、必ず保護者の方に渡してください 

 

「くふう」の夏休み 

学年主任 遠藤祐也 

 

夏休みですね。とはいっても来週からは登校学習会、そして部活動やら体験活動やら、やることがいっ

ぱい…そんな声が聞こえてきそうです。でも、そんなやることがたくさんの夏休みも「今年で終わり」と

思うとどうでしょうか。 

「夏が受験の天王山」という言葉を聞いたことはありますか？ないという人は、ぜひ調べてみてくだ

さい。どれだけの塾や予備校でこの言葉が使われていることかよくわかると思います。進学校の本校で

３年生になれば、どうしたって受験勉強のしがらみが付きまといます。もはや部活動は引退し、体験活動

をしようなんて心の余裕などなく、受験に向けギアチェンジしている友達を見て焦る人が続出…？ 

もちろん、夏休みの過ごし方は個人しだいですから、３年生になったってギアが入らず、やろうやろう

と思っていた勉強の計画は計画倒れに、いや、計画すらまともに立てられなかった、という受験生も一定

数いるのも事実です。そして私の経験則から言及すると、そういう「一定数の３年生」は２年生の時から

その種をもっていることが非常に多いのです。具体的に言うと、２年生の時に計画を立てようとしない

生徒は３年生でも立てません。体験活動も「申し込もうとは思っていたけど、めんどくさくなってやめて

しまった」という生徒は３年生でも「やらなきゃ」と思ってはいても、勉強がめんどくさくなるんです。   

部活動もしかりで、夏休みで克服したい自分なりの課題や目標をもって主体的に活動できた生徒は、

たとえその目標が達成できなかったとしても、多くの学びを得られ、その学びは部活動を引退した後も、

別の形で自分を助けてくれます。一方で、思考停止の状態で顧問やリーダーに言われたことだけを淡々

とこなす活動をしている生徒は、部活動を引退したあとに、自分が乗るベルトコンベアーを失い、すべき

ことを見失います。「主体的に考える
、、、

習慣」と「一歩踏み出す勇気」を身につけたいですね！ 

 ４月に「くふうの２学年」という話をしました。

１年生の時とは異なり、先のことを見通せる２年

生はゆとりができた分、いろいろなことに自分な

りのアレンジを加えることができる学年です。体

験活動や短期留学などの予定を入れている生徒は、

それだけで立派な夏休みの「くふう」ですね。夏休

みの宿題、部活動だって自分なりの「くふう」の余

地が十分あるはずです。そして、この夏休みに「く

ふう」ができた生徒は、受験の天王山を「くふう」

で乗り切ることができるのです。来年の夏休みを充実させる意味でも、この２年生の夏休みの過ごし方

がとーーーーっても重要です。 

 ところで、今回の学年通信は「夏休み直前拡大号」と題して２年生の日々の活躍 

や三者懇談で話題となったことなどを生徒のみなさんや保護者のみなさまと共有 

したいと思います。頑張っている生徒からエネルギーもらい、また課題を共有しながら 

夏休みを有効活用し、休み明けに充実した学校生活が送れることを願っております。 
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すごいぞ！２年生！ 

文芸部 関東大会出場 

益田真一さん(4 組) 

「貴重な機会なので、これまで

学んだことを生かして、学びを

深めてきます！」 

写真部 関東大会出場 

新澤詩さん(5 組) 

「各代表校の作品を観て、自分

の感性の幅を広げたいです！」 

陸上部 関東大会出場 

佐古寛太さん(6 組)   平井敦さん(5 組) 

保坂亮太朗さん(1 組) 

樋川奏映さん(1 組)  渡邊柊子さん(5 組) 

「地元開催でしたが、緊張感漂う雰囲気

で、関東大会の重みを感じました！」 

スポ GOMI Worldcup 

山梨県予選２位 

諏訪実李さん(2 組)   伊藤聡音さん(2 組) 

磯野あやめさん(2 組) 

「オリジナルアイテム賞も Getしました！ボランティア

活動楽しかったです(^^)ボランティアができるのもあと

１年。積極的に参加できる学年にしていきましょう！」 

女子バドミントン部 関東大会出場 

田草川美雨さん(1 組) 櫻田菜々子さん(4 組) 

一之瀬結愛さん(4 組) 

「関東代表校の試合は迫力がありました。 

来年も出場目指して頑張ります！」 

男子バレーボール部  

関東大会出場（ビーチバレー） 

青栁勇輝さん(1 組)  村松覚稀さん(6 組) 

「本選でも実績を残して国体出場を目指し

ます！決勝戦では、相手校の応援のみで、

完全アウェイな状況だったので、一言で

も、応援してもらえると励みになるし、嬉

しいので、応援の一言をかけて欲しいで

す。お願いします！」 

応援団 団長 

応援委員会の枠を超えて活動しました 

小野心愛さん(1 組)  滝藍斗さん(4 組) 

「野球部のみんながカッコよくて、応援にも

力が入りました！」（小野） 

「私自身も周りから応援される人間になれる

ように自分を磨いていきたいです！」（滝） 

４月から７月までの間に、部活動や校外活動などにおいて、

上位大会出場など顕著な成績を収めた生徒を紹介します(^^) 
 

陸上部 関東選手権大会出場 

小田切和奏さん(5 組) 

樋川奏映さん(1 組) 

「少しでも良い結果が出せる

よう頑張ります！」 



 

 

 

７月上旬に三者懇談がありました。お忙しいところを足をお運びいただき、ありがとうございました。 

各クラスにおいて、保護者のみなさまからいただいたご質問のうち、複数の方から出された質問を取り

上げまして、その回答もあわせて生徒・保護者のみなさまとも共有したいと思います。 

 今後の参考にしていただき、ご家庭において話題にしていただけましたら幸いです。なお、回答の文責

は学年主任の遠藤です。お問合せ等ありましたら遠藤までお願いいたします。 

 

 

 

 

  

三者懇談ありがとうございました 

Q１ 大学の推薦入試のしくみはどうなっていますか？どの程度の生徒が利用しているのですか？

また、基準などはあるのでしょうか？ 

A1 学校推薦型選抜は大きく「指定校推薦」と「公募推薦」に分かれます。前者は本校の生徒指定で大学から

推薦依頼が来ます。対象校は年度ごとに異なり、原則として私立大学です。後者は大学の公募要領に応じて出

願することになり、対象校は国公立大・私立大です。いずれも校内の推薦委員会で被推薦者を選考しますの

で、出願の希望が必ずしも通るとは限りません。例年３年生の１０月の推薦委員会で被推薦者が決まります。ま

た、よく似た制度に総合型選抜があります。以前は AO 入試と呼ばれていたもので、学校推薦型選抜とは異な

り、原則として校内での選考を必要としません。令和４年度、本校で学校推薦型選抜・総合型選抜を利用した生

徒は、国公立私立大学合わせて 98 名です。被推薦者の選考には主に大学が求める評定平均や教科の履修

状況等が用いられ、その基準は大学によって異なります。なお、試験科目として小論文や面接を課す大学が多

いですが、大学や募集区分によっては大学入学共通テストを課す場合もあります。詳しくは生徒を通じて配布し

ております「令和５年度 進路の指針」P2～P16をご覧ください。 

Q２ 小論文の指導は学校としてどうやっていますか？ 

Q３ 成績上位の生徒は勉強時間をどうやって確保していますか？ 

A２ ３点あります。まず国語科として指導していきます。１年次に感想文、２年次に意見文、そして３年次に小論

文とレベルを上げて指導していきます。次に３年次に進路指導係主導で指導します。小論文模試を実施し、その

結果を受けた小論文講座、また、学校推薦型選抜を受験する生徒を対象に個別指導を実施します。最後に、要

約演習の取組です。今年度の４月より、新聞社説や論説文を１５０字以内でまとめ、必要な要素を盛り込んで、

正しい言葉遣いで書かれているのか担当教員が指導する取組をしています。この取組は書くアレルギーを軽減

させ、文章のポイントをつかみやすくする、効果の高い取組です。任意の取組としてこれまでに５回実施していま

すが、残念ながら熱心なのは一部の生徒に限られています。来年学校推薦型選抜を利用する可能性がある生

徒は、積極的に挑戦してほしいですし、こういう取組に参加できてこそ推薦に値する人物と言えます。 

A３ 文責者は本校で８年、前任校でも進学クラスの担任をして成績が上位の生徒を数多く見てきました。多く

の生徒が部活動に加入し、また往復の通学にもそれなりの時間をかけており、今の２年生と生活スタイルは同じ

です。その中で、成績が上位の生徒に共通することがいくつかありますが、今回の「学習時間の確保」という観

点で考えると「スマホ依存からの脱却」ができているということが挙げられます。生徒のみなさんは１日のうちど

れくらいスマホやネットに触れていますか？内閣府が実施した「令和４年度青少年のインターネット利用環境実

態調査」によると高校生の１日あたりのインターネット利用平均時間は５時間４５分で、そのほとんどが動画・

SNS視聴・ゲームです。本校の生徒の詳しい使用状況までは不明ですが、スマホ・ネットとの付き合い方の見直

しが、勉強時間の確保と不可分です。肌身離さず持っていないと不安で、勉強の途中でもSNSの着信があると

つい画面を見てしまう生徒は、十分「依存状態」です。一瞬でも集中が途切れるわけですから。例えば、勉強部

屋にスマホや端末を持ち込まない、「集中モード」に設定するなど、自らスマホから離れる工夫が求められます。

ご家庭でもこの夏、スマホとの付き合い方について話題にしていただければ幸いです。 



８年の長考 

 

４組担任 古川順子 

 

もう１０年ほど前のことになりますが、ドイツの方たちと交流する機会がありました。通訳さんや、

現地の方々からいろいろなことを教えてもらい、それ自体とても貴重な体験でしたが、教えてもらった

ことの１つに、ドイツでは１０歳で将来が決まる、というものがあります。今はすこし変わってきたと

ころもあるようですが、ドイツの制度では、小学校卒業の年である１０歳以降に進む学校の種類で、将

来就ける仕事が変わってくるのだそうです。大きく分けると、進学して大学へ進むか、技術を手にして

働く道を選ぶか。私はこの話を聞いた時、「１０歳で将来が決まるとは、なんと過酷な」と思いまし

た。 

そういう意味では、日本の現状では、将来の選択までにすこし猶予があると言えます。高校進学率が

95％を超えているので、多くの人が高校卒業時に「働くか」「進学するか」を選ぶことになるわけです

ね。ドイツと比べると７～８年ほど、考える時間が余計にある、と言えるのではないかと思います。 

みなさんと懇談をしていると、将来について「まだ何がしたいかわからない」という声を耳にするこ

とがあります。しかし１０代も後半に入ると、「何が自分には向いているのか」「自分には何ができるの

か」ということは、少しずつ見えてくるのではないかな、と思います。「やりたいこと」が「できるこ

と」と必ずしも一致しない、という苦しみが生じることも、ままあることです。そうした実感や事実を

積み上げながら、ひとは自身の行くべき道を見出していくようにも思います。 

「まだ何がしたいのかわからない」人の中には、「まだ何も考えていない」とか「まだ自分と向き合

っていない」という人が一定数いるのではないでしょうか。いくつかの可能性があって絞りきれない、

というわけではなく、現時点でまったくなんの手がかりも得られていない人。この夏に自分と向き合う

時間を少しでも持てるといいなと思います。 

１７歳の夏は、とても豊かで大切な、選択のための時間になるはずだと思うのです。 

 

 

８月の主な行事予定 

   ８月 11 日（金）～12（土）English Camp @iCLA 

13 日（日） 完全閉校日 

 14 日（月） 完全閉校日  

15 日（火） 完全閉校日 

16 日（水） 夏期講座（1・2 学年）    

17 日（木） 夏期講座（1・2 学年） ，看護出前授業（午後） 

18 日（金）  夏期講座（1・2 学年） 

19 日（土）  全統記述模試（全学年） 

22 日（火） 大掃除（ジャージ），学年集会，LHR 

23 日（水） ▼カセット ，漢字検定（希望者・校内実施） 

25 日（金） ④立会演説会 ，⑤投票 ，⑥開票 ，教育相談 

26 日（土） 土曜講座（全学年） ，学校見学会・理数コース説明会（２部制） 

29 日（火） ▼カセット 

31 日（土） 第２回定期試験時間割発表 


